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◇◆ 「旬報 時代のシグナル」ご購読の案内 ◆◇ 

制度・技術・人間関係の三軸が同時に揺らぐ今、何が時代の本質的な変化なのか。表層事

象ではなく構造的なシグナル情報を厳選し、社会システムデザイナーによるキュレーショ

ン旬報［年巻 36号@83円=3,000 円（Japa 年会費）］の講読申込をお待ちしています。 

2026 年 05 月 01 日 ＃74 

    Japa Newsletter（毎月 1日発行） 
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1. コ ラ ム：制度化・サービス化がコミュニティの力を弱める  

2. 寄  稿：景観はだれのもの 〜命・向き合う風景(景観)～   

（フリーランス 元経済新聞社記者室勤務 卯月 文） 

3. 解  説：「賢いソフト」を卒業した AI 

4. 関連情報：（『旬報 時代のシグナル』として切り出し、別途配信） 

5. 連携団体及び Japa からのご案内 

6. 読者の声： 

 俳句随想 五七調の起源 ～リズム論事始～ その 2 

(内閣府 地域活性化伝道師・(俳句)ＡＲＣセッション主宰 藤村望洋） 

 第二の人生 生涯現役で行く その 12                (作詞・作曲家 高橋育郎) 

7. つぶやき（編集後記に代えて） 

注：担当執筆者名の記載のない項目は、編集発行人(芝原 靖典)による。 

※ 本 Newsletter は Japa 日本専門家活動協会が毎月 1 日発行の会員及び関係者向けの newsletter です。  

1 ヶ月後に当協会の HP https://japa-fellowlink.wixsite.com/japa/newsletter に公開しています。  

  

おはようございます 

御岳渓谷 
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1. コラム：制度化・サービス化がコミュニティの力を弱める 

（Japa 日本専門家活動協会 代表理事 芝原靖典） 

｢孤独・孤立」が現代社会の深刻な問題として認識されて久しい。これを受け、各地で福祉制

度や支援プログラムが展開されている。しかし、令和 7 年の最新データによれば、約 4 割が

「孤独感がある」と回答し、30 代から 50 歳代で高く、共食も殆どない状態にあり、孤立死者

数は 2万 2千人を超える。ひきこもり本人・家族調査によれば、ひきこもりが長期化・高年齢

化し、人生の広範にまで及んでいる。まさに、孤独・孤立は「広く・深く・長く」なっている。 

しかし、｢助ける仕組み」を整えるほど、人々のつながりは逆に失われていくのではないか。

近所づきあい、声かけ、困ったときに自然と手を差し伸べ合う関係、かつてコミュニティが持

っていた「ゆるやかなつながり」は、制度が整備されていくにつれ弱まっているように見える。 

｢コミュニティ」の語源は「互いに何かを負い合うこと」であり、その本質は「贈与」の論理

にある。前近代の相互扶助は「与える義務、受け取る義務、返礼する義務」という三つの義務

の循環で成立していた。返礼が「即時、等価、匿名でないこと」、この三つの性質こそが関係

そのものを生み出してきた。しかしサービス化は、「気遣い」がサービス合意に置き換わり、

｢信頼」は契約に変換され、「料金の支払い」によって、その場で、等価に、相手がだれであ

れ関係なく完結する。関係が生まれる条件のすべて消滅し、コミュニティの命脈は断たれる。 

制度化がコミュニティの力をそぐメカニズムは三層で作動する。第一は「助け合いの言語の置

き換え」である。隣人の世話を「サービス」と定義した瞬間、資格・プロトコル・責任の所在

という別のルールが持ち込まれ、自然な助け合いは「余計なお世話」「リスク」として退けら

れる。第二は「頼る力の萎縮」である。専門家が問題を引き受けるほど、人々は「自分たちで

は対処できない」という感覚を内面化し、自ら解決する力も失っていく。第三は「関係の温度

の喪失」である。共感・対話・信頼によって動いていたコミュニティの論理が効率・費用対効

果という尺度に侵食される。この三層が重なるとき、コミュニティの力は根底から崩れていく。 

では、どうすればよいか。制度がすべきことは「コミュニティをつくること」ではなく「コミ

ュニティが自然に生まれやすい条件を整えること」である。つながりは人為的に強制して生ま

れるものではなく、それが起きやすい場と余白を守るしかない。空き家を気軽に立ち寄れる縁

側カフェに転換する、街路を人が自然に足を止めたくなるようにするといった工夫はつながり

を「つくる」のではなく、偶然の出会いが起きやすい環境をそっと整える試みである。空間の

物理的な設計が人々の接触の頻度と質を決定的に左右する。制度の役割は直接介入することで

はなく、人々が自ずとつながっていく「余白と偶発性」を壊さないよう守ることに限定される。 

もう一つは「支援の自己消去」である。支援は、支援された者がそれを必要としなくなる状態

を最終目標とせねばならない。｢できないことを代わりにやる」支援は依存を生み、その人の

潜在的な力を眠らせる。｢できることを自分でできるよう、側で支える」。この違いこそが自

律的な力を回復させる。制度にできるのは、つながりが生まれる最初の一歩をそっと後押しし、

そのあとは邪魔をしないこと、ただそれだけである。コミュニティとはつくられるものではな

く、人々が贈与と負債の循環の中で目的なく共に在り続けるとき自ずと生起する出来事である。 

補：本コラムの詳細は https://shikumi-gunzo.hatenablog.com/ 、バックナンバーは https://www.japa.fellowlink.jp/column に掲載 
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2. 寄稿：景観はだれのもの 〜 命・向き合う風景（景観）〜 

（フリーランス 元経済新聞社記者室勤務 卯月 文） 

まずは：まえがきのようなもの 

4 月の初め、Japa 理事から「文化保存（文化財？）や歴史観について 1,800 字前後で原稿をお

願いします」というメッセージを頂いた。ちょうど他誌のコラムを入稿したばかりだったので、

単純に「よろしいですよ」と安うけ合いをしてしまいました。日常の雑事を済ませた数日後、

じっくり読み直したら、「文化保存」とか「歴史観」とか、何とも壮大なテーマでびっくり。

私はこの道の専門家ではありませんので荷が重い。お断りするには残された締切日が少ない。

ということで、意を決してご依頼のご要望とはいささか違うかもしれませんが下記拙文でお届

けすることにお許しを。 

誘われるままに、「古都 歴史都市、奈良・京都・鎌倉の歴史的遺産と景観を守る三都市民共同

フォーラム」という、ジゲムジゲムのような長い名前の設立総会に参加したその時の、西山夘

三先生（京大名誉教授）の講演で「今の風景が今を生きる子ども達にとっての原風景である」

と言うお言葉に触れ、それまで目の前に広がる風景を単純に美しい、素晴らしい、きれいなど

と捉えていたことに、大きな衝撃を受けました。ガツンと頭を叩かれたようなこの時の思いは

今でも忘れることができません。 

これより少し前、鎌倉では、三大緑地（広町、常盤山、大峯）の一つで、約 60ha にも及ぶ鎌

倉最大の緑地、「広町の森」の開発問題が浮上しました。聞きつけた「山と溪谷」社の社員の

案内で、緑地保存の仲間と、紀伊半島の奈良県と三重県にまたがっている大自然の宝庫、「大

台ヶ原」に行きました。今のようなドライブウェイなど無い頃です。頂上が台地状に広がる標

高 1,700m の台地で、屋久島に次ぐ多雨地帯だそうです。森に一歩足を踏み入れると、植物の

種類の多いのが目につきます。サクサクと踏む落ち葉の下からも、そこを住処としている小さ

い虫が這い出してきました。大自然の中の小さな命の営み。台風や雷で倒木の多いのもこの森

の特徴とか。腐りかけた倒木から新しい芽が出ています。その幹を住処とする植物や小動物が

いる。見事なまでに繰り広げられる命の交代劇。多様な命との関わりの中から生まれた大台ヶ

原の壮大な景観がそこにはありました。 

芹摘んで富士の湧水なつかしく 

初日の出江ノ島よりの富士仰ぐ 

母の晩年の句です。母は 80 歳を目の前にして、郷里の富士市で同居していた姉夫婦に相次い

で先立たれ、鎌倉に住む私と富士を往復する生活になりました。移動はもっぱらマイカーです。

ドア to ドアで約２時間、ドライブには丁度いい所要時間です。秦野中井インターから富士イ

ンターまで富士山を前に横に眺めながらのドライブです。その間、後部座席に乗っている母は

一人つぶやくように、変わる景色と対話しています。「今日の富士山は爽やかでご機嫌がいい

ようね」「あら、あそこに彼岸花が、きれいねぇ」。長い都夫良野トンネルを抜けると、禿げ山

のように赤茶けた一帯が目に入ります。東富士演習場です。「ひどいことをするわねぇ、富士

山は御神体なのよ、今に怒って火を噴くわよ」。ここを通る時の母の決まり文句です。富士の
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家に着くと、ドライブの疲れも見せず早々に、庭の草花の手入れです。「お留守番ご苦労様、

留守にしても良く咲いてくれているわね、ごめんね、はい！お水よ」まるで子供と話している

ようです。見事までの自然体。人と自然との関わり方の原点を見ているようです。大台ヶ原の

ような大きな自然も民家の庭の小さな自然も、人と自然との関わりには、変わりはありません。 

富士のお山の勇姿は、何処にいても何をしても母にとっては、叡智と勇気と優しさを与えてく

れる原風景なのです。「あたまを雲の上に出し・・・・・富士は日本一の山」を口ずさみなが

ら富士のお山の水に喉を潤し、静かに 96年の生涯を閉じました。 

私たちの先祖は自然の恵に感謝し、学び、脅威と闘いながら、叡智をもって自然と折り合いを

つけ、美しい景観を作り出してきました。 

鎌倉はこの日本列島の真ん中に位置し、気候・地味に恵まれた豊かな自然環境と、人々の営み

から生まれた美しい景観を擁し恵まれたまちです。先祖から託されたこうした地域資源を、未

来に向けてどう創造していったらいいか、景観はわたし達だけのものではありません。 

 

 

 

補：寄稿のバックナンバーは https://www.japa.fellowlink.jp/professional に掲載  
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3. 解説：「賢いソフト」を卒業した AI           （Japa 日本専門家活動協会 芝原靖典） 

(1）投資・戦場・研究室。三つの現場で今、何が起きているか 

2026 年のいま、AI は画面の中で問いに答える「賢いソフトウェア」から、現実世界において

自律的に動作するシステムへと姿を変えた。世界で約 31 兆円規模の投資が流入し、約 700 万

機のドローンが戦場を飛び、AI が執筆した論文が科学誌『ネイチャー』に掲載される時代に

入っている。 

こうなると「AI を使う側に立つか、使われる側に回るか」という問いの立て方は、すでに時

代遅れである。本当に問われているのは、AI を組み込んだ社会の仕組みそのものを、誰が、

どのような原理でデザインするのかという、より構造的な問題である。 

(2）そもそも AIとは何か 〜単一の技術ではなく、積み重なる「層」である～ 

AI という言葉は、一つの技術を指すのではなく、いくつもの技術が重なり合った全体を指す

傘のような概念である。1950 年代に提唱された「人工知能」という大きな枠の下に、データ

から自動的にパターンを学ぶ「機械学習」、その発展形である「ディープラーニング」、文章

や画像を生成する「生成 AI」、そして膨大な言語データを学習した「大規模言語モデル LLM」

が積み重なってきた。 
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現在その最上層に位置するのが、自ら計画を立てて行動する「AI エージェント」と呼ばれる

自律型の AI である。「指示を受けて応答する」モデルから「目的を与えれば自ら判断して行

動する」モデルへの転換こそ、いま起きている最大の変化である。 

2026 年において最も注目されているのが「フィジカル AI」、すなわちロボットや機械という

物理的な身体を介して現実世界に直接作用する AI である。半導体大手エヌビディアのジェン

スン・フアン CEO はこれを「次なる大きな波」と呼び、CES 2026 は「フィジカル AI 元年」と

して各社が実用製品を披露した。世界のヒューマノイドロボットの出荷台数は 2025 年に 1 万

3,000 台、前年比 5倍超という急増ぶりである。 

(3）31兆円が動いた 〜空前の投資過熱とその意味～ 

2025 年、世界の AI スタートアップが調達した資金は 2,258 億ドル、日本円にして約 31 兆円

となり、過去最高を更新した。日本の年間防衛予算が約 8兆円であることを考えれば、その約

4倍にあたる規模である。 

2026 年に入ると過熱はさらに加速し、第 1 四半期だけで世界のベンチャー投資のおよそ 8 割

が AI 領域に集中するという、歴史的な投資集中の局面に入っている。これは単なるブームで

はなく、産業構造そのものが組み替わりつつある兆候として読み取れる。 

国産 AI の中では、Sakana AI に注目しておきたい。社名は「魚の群れが集合知を発揮する」

という現象に由来し、巨大な単一モデルではなく、小さな知性の連携によって大きな成果を生

むという設計思想を体現している。2023 年 7 月の設立から 1 年以内に企業価値 11 億ドル超に

達し、国内史上最速でユニコーン入りを果たした。2025 年 11 月のシリーズ B ラウンドで評価

額は約 26.5 億ドル、円換算でおよそ 4,000 億円規模に達し、2026 年 1 月には Google との戦

略的パートナーシップも締結している。 

(4）アルゴリズムが引き金を引く 〜戦場に入り込んだ AI～ 

ロシア・ウクライナ戦争は、AI が現代戦の中核に組み込まれた最初の大規模な実証の場とな

った。2024 年までにウクライナはおよそ 200 万機のドローンを配備し、2026 年単年だけで

700万機超の生産が計画されている。これは米国の生産規模の約 70倍にあたる。 

AI による自律追尾、および多数機が連携飛行する「スウォーム（群制御）」が標準的に搭載

され始めている。電子戦によって通信が遮断された状況でも、ドローンが自律的に飛行し攻撃

を実行する技術が、すでに実戦投入されている。ウクライナは AI ドローンの「世界的供給拠

点」へと変貌し、欧州各地に 10か所の武器輸出センターを設置する計画を進めている。 

2026 年のイラン戦争は、人類史上初の「フルスペクトラム AI 戦争」と呼ばれている。フルス

ペクトラムとは、戦争のあらゆる局面を網羅するという意味である。作戦開始から最初の 12

時間で、AI が 900 以上の標的を特定・攻撃した。「アルゴリズムがキルチェーン（標的の発

見から攻撃までの一連の連鎖）に入り込んだ」歴史的瞬間として記録され、AI が軍事インフ

ラの基幹 OSとして機能した最初の事例となっている。 
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(5）産業・経済 〜「試験導入」の時代は終わった～ 

生成 AI の導入企業比率は、2025 年までにグローバル大手企業の約 75%に到達した。導入の中

身も、社員によるチャットボットの利用といった段階から、基幹システムへの API 統合、自社

データを学習させた独自モデルの構築といった、事業の中核へのビルトインへと移行している。

2026 年現在、AI を前提としない業務プロセスは「非効率」と評価される段階にまで来ている。 

医療分野では、米 FDA（食品医薬品局）が承認した AI 医療機器の件数が、2024 年に 253 件で

累計 1,000 件を突破し、2025 年にはさらに 295 件が積み上がった。承認機器のおよそ 76%は画

像診断、すなわち放射線科領域に属する。製造業では品質検査と予測保全（故障の事前予知）

のためのリアルタイム異常検知が、標準的なインフラとして定着しつつある。 

そして、自律的にタスクを遂行する「AI エージェント」の市場は、2025 年時点で約 1.1 兆円

規模、2030 年には 1,000 億ドル超への拡大が見込まれている。これは個別アプリケーション

の普及にとどまらず、労働そのものの定義を組み替える動きとして読むべきである。 

(6）ノーベル賞・ネイチャー掲載 〜科学研究の書き換えが始まった～ 

Google DeepMind の AlphaFold は、タンパク質の立体構造を予測する AI である。これまで数

年単位を要した創薬プロセスにおける構造解析の工程を、数週間規模にまで短縮した。この功

績によりデミス・ハサビス氏ら 3 名が 2024 年のノーベル化学賞を受賞した。AI という技術そ

れ自体が、科学的発見の核心として公的に認められた歴史的なマイルストーンである。 

Sakana AI が開発した「The AI Scientist」は、AI が自ら研究アイデアを発想し、実験を設

計・実行し、論文を執筆するという一連のサイクルを担うシステムである。2026 年 3 月 25 日、

その成果が『ネイチャー』に掲載された。科学研究の自動化という新しい段階に入ったことを

象徴する出来事として、世界に衝撃を与えた。 

DeepMind の「GNoME」は 200 万種を超える新規材料候補を特定し、気象予測 AI「GraphCast」

は欧州中期予報センターの従来手法を精度において上回った。核融合炉の制御や量子化学計算

といった、物理的制約が極めて強い領域においても、AI によるリアルタイム制御がすでに実

用段階に入りつつある。 

(7）5種類の AIを比べてわかったこと 〜「使い方」にもデザインがいる～ 

｢日本の社会課題を体系的に整理せよ」という短い同一の問いを 5種類の AI に投げかける比較

実験を行った。回答スタイルの違いから、各モデルの設計思想の差異が浮かび上がってきた。

AI ごとに「何を重要と見なすか」「どこまで論証を求めるか」「どこから引用してくるか」

の重みづけが、明確に異なっていたのである。 

そして、5 者すべてに共通する最大の留意点として浮かび上がったのが「ハルシネーション」

である。ハルシネーションとは「幻覚」を意味する語で、AI がもっともらしいが事実に基づ

かない内容を、あるいは文脈から外れた情報を、自信ありげに生成してしまう現象を指す。 
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したがって AI の出力は、つねに「これは事実に基づいているか」と問い直しながら読む必要

がある。逆に言えば、AI を使うわ側自身に、ハルシネーションを見抜く見識が要求されてい

る。AI を使いこなすとは、AI 側に問いを発するだけでなく、AI から自分の側へ向けられた問

いに、こちらが応える営みでもある。 

図表 5種類の AIの比較表 

AI 特性 回答の特徴 向いている用途 

ChatGPT 概観把握の「教科書

型」 

時代区分・フレームワーク整

理。会話継続設計 

概観把握・ブレスト 

Gemini 解釈・論評重視の

「社説型」 

価値軸の転換をリード文で打

ち出す 

解釈・比較・論評 

Claude 論証可能性最高の

「設計思想型」 

一次資料 URL 付きで追跡可能

性が最高 

論証・設計・文章化 

Perplexity Web リアルタイムの

「速報型」 

最短・圧縮。出典ドメインを

インライン表示 

速報・調査業務 

Sakana AI 統計・出典密度最高

の「資料型」 

統計・出典密度最高。制度的

因果を体系整理 

学術調査・資料作成 

(8）「課題先進国」日本と AI  

日本が AI において比較優位を発揮しうる領域は、すでに完全に出遅れた基盤モデルそのもの

の開発よりも、応用と社会実装の分野にある。日本は元々、「ものづくり」大国であり、少子

高齢化と慢性的な人手不足という条件は、フィジカル AI にとって世界で最も切実かつ大規模

な実証環境を提供している。日本での実装に耐える AI は、近い将来、他国でも通用するもの

になりうる。 

ここで問われているのは、個別課題への対症療法ではない。社会の各領域に張りめぐらされた

｢構造的連関」、すなわち諸要素が相互に強化し合いながら悪循環を生み出している網の目に

対し、どこに介入すれば連鎖を断ち切れるのかを見極めること、つまり社会システムそのもの

の再設計である。 

｢AI を使う側か、使われる側か」という二者択一は、すでに的を外している。技術スタックの

各レイヤー（基盤モデル、エージェント、フィジカル AI など）の構造を正確に理解した上で、

その上に立つ社会の仕組みをいかに組み直すか。これこそが、いま私たち一人ひとりに突きつ

けられている問いである。 

補：本解説の参考資料等はhttps://shikumi-gunzo.hatenablog.com/、バックナンバーはhttps://www.japa.fellowlink.jp/column 
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4. 関連情報：時代環境・地方創生・COVID-19・社会的孤立孤独・社会システム    

新年度より、世の中の動きが激しく、月刊で紹介するには時機を逸する状況となってきたこと

を受け、従来の「関連情報」を Newsletter から分離させ、「旬報 時代のシグナル」として、

よりタイムリーに「直近 10 日間の時代のシグナル」としてキュレーションし、配信（毎月 1

日、11日、21日発行）することに変更しています。 

「旬報 時代のシグナル」の構成 

  【今旬の概況】 

  【時代環境】 with 関連文献情報 

【時代構造】 with 関連文献情報 

【日本創生・地方創生】 with 関連文献情報 

【社会的孤立・孤独】 with 関連文献情報 

【思考・社会システム論】 with 関連文献情報 

この「旬報 時代のシグナル」は Japa 会員（会費納入者）のみに限定配信しています。 

購読をご希望の方は、これを機会に、Japa の会員（一般会員、会費 3,000 円/年）になって頂

ければ幸甚です。 

講読（Japa入会）に関するお問合せは、本 mail にその旨記載して返信ください。 

 

5. 連携団体及び Japa からのご案内 

▼ Japa Newsletter 掲載写真の募集 

Japa Newsletter の冒頭に掲載する写真を読者の皆さまから募集しています。 

掲載を希望する写真（著作権所有／フリー）がありましたら、画像 file をキャプション付

きで事務局までお送りください。Japa Newsletter 編集仕様に則り掲載いたします。ただし、

掲載希望多数等、事務局の判断で掲載できない場合がございます。 

▼ Japa 日本専門家活動協会の会員募集 

Japa は、会員（個人）と連携団体の方々の参加と協働により活動しています。 

Japa は、随時、会員［正会員、一般会員］を随時募集しています。 

会員になると、「旬報 時代のシグナル」（月 3 回発行）が講読できます。 

▶入会案内の詳細 https://www.japa.fellowlink.jp/admission 
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6. 読者の声 

■ 俳句随想 五七調の起源 ～リズム論事始～ その 2  

 （内閣府 地域活性化伝道師・(俳句)ＡＲＣセッション主宰 藤村望洋） 

(4) もう一つのきっかけ。 

（2023年8月6日の）朝日歌壇 永田和宏選 

｢うらぶれた生活(くらし)しないで」生前の妻の言いしをひたすら守る 吉富憲治」 

私の場合は「一言も妻は遺さず春に逝く 望洋 」であったが、妻に叱られないよう毎日台所

のシンクをしっかりと磨いている。 

（同日の）朝日俳壇 小林貴子・高山れおな選 

 「ただいまかえりました八月の空耳 蓮見徳郎」 

お盆や七夕など日本の風習は、（長谷川櫂著「俳句と人間」も指摘するように）、日本古来の

土着の風習に、中国から伝来した仏教や伝説が、微妙な形で乗っかっている。天国に行った人

たちはともかく、地獄に落ちた人たちも、お盆には「ただいまかえりました」となるのであろ

うか？ 

日本の縄文時代や弥生時代の土着の宗教では、海岸や山の上の風葬や、姥捨てのように、死者

はそんなに遠くには行かなくて、いわば近くにうろうろしている。だからすぐに「ただいまか

えりました」となる。 

このように我々は、縄文や弥生の風土のDNAを体内に有している。仏教と同時に日本やって

きた漢字（文字）の文化も同様に、万葉集として、縄文や弥生の唄の世界（音の世界）にかぶ

さってきたのではないかと考えていたら、群馬大学情報学部柴田博仁教授が「東進ハイスクー

ル」の講演で、「日本における文字文化は、最大千数百年、実際にはたかだか数百年の歴史し

かなく、DNA化されていないから、学ばなければならない」と話されているのを聞いた。この

文字文化に対して大和言葉の唄の世界は少なくとも１万数千年、旧石器時代からを含めると３

万年以上の歴史がありＤNA化されている。学ばなくとも自然に内から湧いてくるものである。 

縄文や弥生の唄の世界、音の世界、DNA化した原始のリズム（大和言葉の唄の世界）と、

DNA化されていない文字の世界（理屈の世界）の出会いが一層明白となった。 

このような主に２つのきっかけで、万葉集を少し勉強してみることになった。そもそも万葉集

についてはもちろん、文学史についても、中学高校の教科書以外の知識があるわけでもなく、

古文については全くのド素人であり、そのド素人の妄想であるとの前提でこの論をお読みいた

だきたい。無手勝流なるが故の気軽さで切り込むので、間違いは厳しくご指摘いただければ幸

いである。 

(5) 万葉集は「翻訳」である（その２） 

具体的な例をもう一首。  
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（原本） 寒過 暖来良思 朝烏指 滓鹿能山尓 霞軽引 

（訓読） 冬過ぎて春来るらし。朝日さす春日の山に霞たなびく 

（前述の塩沢一平教授の資料によれば） 

｢『文選呉都賦云。露往霜来。露秋也、霜冬也』（契沖『代匠記』）と漢詩にあるように、露

と書いて秋と読ませ、霜と書いて冬と読ませる漢詩の手法に習い、寒と書いて冬と読ませ、暖

と書いて春と読ませている。意をもって字を表し、言葉遊びの世界を楽しんでいる」。 

このことから、万葉集が「大和唄」について漢字の音（おん）による「音の採集」ではなく、

漢詩・漢籍に詳しい超エリート官僚たちによる「翻訳」であることが理解できる。 

(6) 万葉集は「翻訳」である（その３） 

｢可麻久良」（鎌倉）や、「寒過暖来良思」（冬過ぎて春くるらし）など、よくこんなものを

読み解いたなと思うが、そのなぞを解く鍵は、万葉集の「原本」にあった。 

奈良時代の「原本」は存在しない。「万葉集の諸本は大きく分けて、『古点本』『次点本』

『新点本』に分類できる。点とは万葉集の漢字本文に附された訓のことをさす。その訓が附さ

れた時代によって、古・次・新に分類したのである。古点とは、天暦5年（951年）に梨壺の五

人の附訓で、万葉歌の9割にあたる4000以上の歌が訓をつけられた」（Wikipedia）。 

つまり、「大和言葉の唄」そのものがまだ残存していた時期から、「万葉仮名」（漢字）に訓

を付して、意味が通るようにしていったのである。3世紀末の魏志倭人伝には中国と日本が交

流していた様子が描かれているので、少なくともその頃には漢語・漢字を理解する日本人が存

在していたと推測できる。538年の仏教伝来を契機に漢字が仏教者や高級官僚に広まり、日本

全体の統治機構としての共通語に漢字がなっていった。そこから200年を経ての万葉集の成立

の間、そこから200年を経ての点本までの五、六百年をかけて、漢字に訓が付されて、大和言

葉に「再翻訳」されてきたのである。 

漢語の大和言葉への翻訳に欠かせないのが「ひらがな」の開発である。訓読みでは意味は解っ

ても、大和言葉の唄のリズムは再現できない。そこで開発されたのが、漢字を崩した草書体を

アレンジした表音文字としての「「ひらがな」である。表意文字としての「訓読み」に、表音

文字としての「ひらがな」が組み合わさって「五七のリズム」が蘇った。「漢字の万葉集」に

対する「大和言葉への翻訳」という2回目の翻訳が完成したのである。 

｢訓読み」と「ひらがな」という2つのアレンジメントは、日本人の能力を特徴的に示すもので

ある。文字（漢字）の発明と言うオリジナリティはないが、世界に冠たるアレンジ能力がある。

特に「ひらがな」は、男の日記なるものを「をむなもしてみんと」として紀貫之が「ひらがな」

で「土佐日記」（9342年）を書いたように、女性の文字として発展し、世界最高峰の「源氏物

語」（紫式部）、「枕草子」（清少納言）を生み出し、大和言葉の復権を果たしたのである。

ただ、2回の「翻訳」を経て、大和言葉は8音だった母音が5音になるなどの変化を余儀なくさ

れたが、五七調のリズムは、「訓読み」と「ひらがな」の組み合わせにより維持することがで

きた。8音の母音の残像は、「を」「へ」「ゐ」などにかすかに残っているだけとなっている。 



 

Japa Newsletter 2026/05/01 ＃74                                            12 

｢片仮名」の起源は「9世紀初めの奈良の古宗派の学僧たちの間で 漢文を和読するために、訓

点として借字（万葉仮名）の一部の字画を省略し付記したものに始まると考えられている」。

この漢字の音読のための手法が、現在では、外来語の音読にアレンジされている。ここにも見

事な「日本人のアレンジ能力」が発揮されていると言える。 

この日本人の独特の「アレンジ能力」は、産業革命以来の工場生産をアレンジし、自動車製造

方法をアレンジして「ジャパン アズ No.1」を成し遂げた。その後のITのオリジナリティに圧

倒されている現状の日本であるが、「ITの日本なりのアレンジ化」の道（平和で安全安心の使

い道）こそ生き残る道であり、世界に貢献できる道であることを、万葉集と大和言葉の関係は

示しているかもしれない。その方向性は、AIの画像技術をアレンジした「完全自動運転の自動

車の開発」を目指す若い技術者グループが日本ででてきたことでも示されているかもしれない

（2023年12月23日朝日新聞「フロントランナー」）。 

また、連歌から、アレンジして川柳を生み出し、欧州の絵画の技術である「写生」を加味して

アレンジして俳句を生み出したことも「アレンジ能力」の成果と言えるかもしれない。 

話がリズム論からそれてしまった。五七調の起源の探索に戻ろう。          （続く） 

■ 第二の人生 生涯現役で行く その 12         (作詞・作曲家 高橋育郎) 

｢大きな木はいいな」が歌唱コンクールで金賞に 

更に同年、全国童謡歌唱コンクール・グランプリ大会（童謡協会主催）で、東海北陸代表の宮

内真理さんが、大人の部で「大きな木はいいな」（私の詩・白川雅樹作曲）を歌って金賞を受

賞した。 

27 年には関西代表が銀賞になり、また北海道、東北も銀または銅を受賞と、正に留まること

がなくなるほどになった。 

24年 8月にドイツ・カールスルーエ独日協会合唱団（フリューゲル）来日。 

先ずは 8 月 25 日に館山で宿泊したことで、同市国際協力協会が里見香華さんと共催で公演し、

私は招待された。会場には市長も招待され、私は隣の席に案内された。ロビーには当合唱団と

里見さんの写真展が行われた。 

なお、当合唱団は山岡鉄舟研究会の山本代表が、私の会と共演させるのが目的で招聘したもの

だった。 

26 日は、日本橋社会教育会館にて「日独交歓音楽祭」の名で行い、ここでは私が作詞しフリ

ューゲルのピアノ奏者・江村玲子さんが作曲した「日本橋音頭」が、ご主人で指揮者のバリト

ン有馬牧太郎氏により歌われた。また、宮内麻理さんが「大きな木はいいな」と「狐の嫁入り」

を独唱した。 

平成 30 年 8月 27 日（2018）。二度目の来日をした。童謡 100 年記念コンサート「日独こども

の歌交歓会」と銘打った。 
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ドイツは日本の童謡のように確立したものはないものの、こどもの歌が多いということで開催

された。会場は日本橋社会教育。主催は、私の「心のふるさとを歌う会」。出演は、「フリュ

ーゲル」のほか、活動写真弁士・片岡一郎。日本橋女声合唱団。大西ようこのテルミン。そし

て私の会だ。司会は佐々木博子さんにお願いした。案内チラシは、フリューゲルが作ってくだ

さった。このチラシには大正７年７月に創刊された「赤い鳥」の表紙絵が載った。 

後援は「日本童謡協会」「童謡 100 年プロジェクト」「生涯現役推進協議会」「山岡鉄舟研究

会」で入場料は 1000 円とした。 

そして例の「日本橋音頭」が大太鼓，小太鼓の賑やかな伴奏で、有馬氏によって迫力いっぱい 

に歌われた。 

デア・フリューゲルの演奏は CD になって頂いた。会場は勿論大入り満員だ。そして数日後、

私はカールスルーエに招待された。 

渡独を三日ほど前にして、思いがけない事故に曹禺した。自転車に乗っていたとき、道の真ん

中を親子連れが歩いていたので、それを避けようと一旦車道におりて、歩道に移る際、転倒し

てついた右手の人さし指を傷めた。倒れているところ、若い二人の男性が、救急車を呼んでく

れて骨折が判明し、右手を包帯で吊った。医者にドイツ行きを話すと一週間以内に帰るのであ

れば、そのままで大丈夫との事だった。 

そして成田空港を飛び立った。機内では私が包帯をしているので、食事など隣席の人が親切に

面倒を見てくれた。 

カールスルーエに着くと、駅の出口でチズマジア・三樹子さんが出迎えてくれた。駅前のオー

プン喫茶でコーヒーをご馳走になり、すぐ目の前を走っている例の路面電車に乗り、次の停留

所で降りると、予約済のホテルがあり、道を挟んで目前のスーパーマーケットに立ち寄って中

を一巡して別れた。チズマジアさんは、団員で有馬さんが案内人に指名した方で親切に面倒を

見てくれた。翌日は市内見物で、若い男性が案内役で、先ずはカールスルーエ城をみて、前の

庭のような植物園をみて、目前に聳える小高い丘にロープウェイで昇り、街を見渡した。三日

目は有馬さんご夫妻が迎えに来て、先ずは国立音楽大学を見学。有馬さんは、当校の教授をさ

れていて、自分の教室も見せてくれた。 

ところで有馬さんは、東京芸大を卒業後、カールスルーエ国立音大をトップの成績で卒業され、

マスメディアに紹介され、合唱団も持つことになった。 

音大の後は国立劇場を案内してくれた。そしてご夫妻と三人で記念撮影をした。 

四日目は、有馬氏がやっている子供音楽教室を案内してくれて、幼児たちと楽しく遊んだりし

た。そして五日目は、パリの日帰り旅行をチズマジアさんが計画してくれて、朝５時に起きて

パリまで直通の快速電車で出かけた。パリ駅前の国立音楽堂を見て、オープンバスに乗ってシ

ャンゼリア大通りを走り凱旋門を見て、エッフェル塔で下車して、ゆっくりとみて、セーヌ川

を渡り、モナリザのある美術館の一部を見て、ノートルダム寺院前まで行って、パリ駅まで引

き返し、カールスルーエに戻った。さすがに花の都パリだ。 
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そこでは、チズマジアさんのご主人や、合唱団のメンバー4 人ほどが出迎えてくれて、すし屋

に立より、ご馳走になった。そして、その晩は合唱団のメンバーが 20 人ほどチズマジアさん

宅にきて、私の為に歌ってくれた。 

指の骨折で衣服をぬいたり着たりが不自由。何をするにも左手使いになった。字も左で書いた

のだ。 

そして六日目は帰国の日。朝、有馬ご夫妻がホテルに迎えに来てくれて、先ずは有馬邸に立よ

り、隣の教会でオルガンを弾いてくれて、空港まで車で見送ってくれた。何とも充実した楽し

い旅行になった。                               （続く） 

 

7. つぶやき（編集後記に代えて） 

AI の現状を整理しながら、その進化のすごさと、「デュアルユース（軍民両用）」がいかに

深く広がっているかを、あらためて思い知らされた。これまでの歴史では、戦争や宇宙開発の

ために生まれた技術が一般社会に波及していくのが通例であった。しかし今は、その流れが完

全に逆向きになっている。民間で生まれた技術が、そのまま軍事へと流れ込んでいるのである。 

ヒューマノイドロボットの技術も、ロボット兵士として戦場に投入されるのは、もう時間の問

題であろう。空には無人で自分の判断で飛ぶドローンが舞い、陸ではロボット兵士が走り、海

には無人で自律的に動く船が行き交う。そんな光景が、現実のものになろうとしている。かつ

て映画の中で見た「ロボットに人間が襲われるシーン」が空想ではなくなりつつある。人間味

あふれる「鉄腕アトム」にみた未来とはまったく別の世界が、目の前に現れようとしている。 

まさに、人間としてのガバナンス（AI 世界のコントロール）が問われているが、それに気づ

き、ガバナンスするに適う素養、見識、歴史観、そして哲学と倫理観を備えた「人」がはたし

てどれだけ存在しているだろうか。無邪気に AI のハウツーを語っている場合ではない・・・。 
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